
相 域 医 療 体 験 双 地 研 修 
～被災地の医療と向き合う～ 

 東日本大震災及びそれに伴う東京電力福島第一原子力発電所
の事故により大きな影響を受けた相双地域の医療環境の現状や
復興への取組みについて学びます。 
 また、地域住民との交流を通して、相双地域の現状について
理解を深めます。 

平成24年３月１日（木）～２日（金） 

【内 容】  地域医療現場等の視察 
             ・相馬市の精神科クリニック（予定） 
             ・公立相馬総合病院 
             ・保健師仮設住宅巡回同行 

        医療従事者との懇談 
        地域住民との交流 

【対象者】  地域医療に関心を持つ医学生 
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相双地域医療体験研修参加者の声 

平成22年度夏期研修 

 
 
 都会育ちであるため、未知の領域である地域医療に以前から興味を
持っていました。 
 しかし、学内で勉強するのみでフィールドに出て勉強する機会はほと
んどありませんでした。今回夏休みを返上して思い切って参加してみて、
自分の中ではかなり大きなものを得ることができたと思っています。 
 へき地で働いている医師の現場の声は熱く、心に響くものでした。マ
ンパワー不足がこれからも大きな課題であることを改めて理解すること
ができ、研修に参加した者として、これからの地域医療を支える医師の
一人になる使命感を得ました。 

 少しでも興味があれば参加することをおすすめします。 
 視野が広がりますし、学校では決して得られない経験ができます。 
 また、他大学生との交流や、地元の観光など様々な楽しみがあります。 
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相双地域医療体験研修参加者の声 

平成22年度冬期研修 

 たくさんの素晴らしいロールモデルにお会いして、ものすごくモチ
ベーションが上がりました。先生方のお話の中で、これからの進路にお
けるたくさんのヒントを頂き、まだまだ先のことと思っていた将来が少
し具体的になったように思います。 
 この研修を終えて、へき地医療をやってみたいと真剣に思うようにな
りました。そのためには、卒後どのように進むべきか、考えています。
例えば、以前はぼんやりと外科志望と考えていたのですが、へき地での
診療を考えると外傷の患者さん相手なら外科は必須というように少しず
つ意識が変わってきます。 
 この先、どんな進路になるかわかりませんが、福島、あづま脳神経外
科、いいたて、といった選択肢が増えたので、これからまたお世話にな
ることと思います。在学中に福島にはもう一度行ってみたいと思ってい

ます。今回は素晴らしい研修をどうもありがとうございました。  

 今回、福島県の地域医療体験に参加させていただき、多くのことを学びま
した。郷土料理をごちそうになったり、地域に密着した家屋の見学をさせて
いただきました。特に地域医療に携わっている医師の方々とのお話は勉強に
なることばかりでした。人材、資材ともに不足している状況で、それでも最
善を尽くそうとされている先生方の熱い思いに感動しました。 
 また、全体を通して言えば、今回の地域医療体験は大学の新歓のようにイ
ベントや飲み会ばかりをやって学生を囲い込もうとするのではなく、地域医
療の色々な面を見学させてくれたことが嬉しかったです。一泊二日という短
い期間でしたが地域医療の概要を掴むことができ、医師という職業を今まで
にない視点から改めて考えることができました。 
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平成23年度相双地域医療体験研修（冬期）日程表 

月 日 時  間 内   容 場  所 

3/1
（木） 10:30～12:00 オリエンテーション（福島県立医大） 

10:00 福島駅 
10:30 医大 

12:00～14:00 昼食・移動 

相 馬 市 

14:00～15:30 相馬市の精神科クリニック視察（予定） 

15:30～16:30 移動・沿岸部被災状況見学 

16:30～18:00 
公立相馬総合病院視察 
（院長等及び保健所長の講義） 

18:00～18:30 移動 

18:30～21:00 医療従事者との懇談会・夕食 

3/2
（金） 

7:30～8:30 朝食 

南 相 馬 市 

8:30～9:00 移動 

9:00～10:00 保健師仮設住宅巡回同行 

10:00～12:00 仮設住宅集会所での住民との交流等 

12:00～13:00 昼食 

13:00～15:00 移動、解散 
14:30 医大 
15:00 福島駅 

■募集定員  ５名以内 
       （定員になり次第締め切ります。） 

■集合場所  福島県立医科大学又はＪＲ福島駅西口  
■参 加 費   集合場所からの交通費、宿泊費等は 
      県で負担します。 
■申込方法  ＦＡＸ、電子メール等により下記あて   
      申込書を送付してください。    
       （電話でも可） 

＜問い合わせ・申込先＞ 
 福島県相双保健福祉事務所 総務企画部 総務企画課 （担当 熊田） 
  電話：0244-26-1326  ＦＡＸ：0244-26-1332 
  E-mail：sousou.hokenfukushi@pref.fukushima.jp 
  http://wwwcms.pref.fukushima.jp/pcp_portal/contents?CONTENTS_ID=14396 
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（下記に記入の上、Ｆａｘまたはメールでお送りください。） 

（※メールの場合は、「相双保健福祉事務所のホームページ」から様式をダウンロードすることができます。） 

 

福島県相双保健福祉事務所 総務企画課 行き 

 

ＦＡＸ: 0244-26-1332 

E-mail ： sousou.hokenfukushi@pref.fukushima.jp 

〒975-0031 南相馬市原町区錦町一丁目 30 番地 

 相双保健福祉事務所 総務企画部 総務企画課 

 

「相双地域医療体験研修（冬期）」参加申込書 

申込日：平成  年  月  日 

（ふりがな） 

氏 名 

 

 
性別 男 ・ 女 

生年月日 昭和・平成    年   月   日生 

 

現住所 

 

 

〒 

 

 

TEL（携帯） 

E-mail 

上記以外の連絡先 

（帰省先等、上記以外の連

絡先がある場合に記入し

てください） 

〒 

 

 

TEL 

大学名 大学（   年生） 

出身地 （都道府県名）        （市町村名） 

集合場所 

（希望する場所に○） 
ＪＲ福島駅西口  ・  福島県立医科大学   

 

 

質問等ありましたら、記

入してください。 

 

 

 

※申込書を送付された方には、申込書を受領した旨確認の電話またはメールをいたします。 

申込書を送って数日経っても連絡がない場合には、下記までお問い合わせください。 

（相双保健福祉事務所 総務企画課 熊田 電話 0244-26-1326） 
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